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３つのスポット誕生！
西２号館北側広場 キャンパスショップ ベーカリーカフェアステックス

食育講座開催



わがゼミ案内　
Welcome to Our Seminar

Vol. 15

３
、
４
年
の
２
年
間
を
か
け
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
業
界
や
流
行
の
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
市
場
に
つ
い

て
な
ど
、
生
活
に
密
着
し
た
企
業
や
業
界
の
研
究

を
し
て
い
る
山
田
ゼ
ミ
。
３
年
次
で
は
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
の
研
究
発
表
、
４
年
次
で
は
一
人
一

人
、
自
分
が
決
め
た
テ
ー
マ
の
卒
業
論
文
に
取
り

組
み
ま
す
。

夢を持って、
社会に羽ばたけ！
業界・企業研究を通じ、
自発的な行動が出来る人材を育成する

WAGAZEMI DATA

流通科学部 流通科学科

現代の経営戦略ゼミ

３年生男子３人 女子７人、
４年生男子１１人 女子１０人
やま だ けい いち

山田 啓一 教授

◎プロフィール

東京都出身。関東での講
師経験を経て２０００年より本
学に。２００９年４月より、流
通科学部教授に就任。専攻
は企業戦略。アジアの学会
に積極的に参加している。
最新の著書に「日本と中国
の現代企業経営」（八千代
出版・０９年４月）。
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先生大好き！
「みんな仲良し、山田ゼミ」です！

まあいいんじゃない？

（山田先生の口癖）
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中村学園大学・中村学園大学短期大学部　広報誌　
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中村学園大学は財団法人大学基準
協会の大学評価（認証評価）に申
請し、２００８（平成２０）年３月、同
協会の定める大学基準に適合して
いるとの認定を受けました。
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こ
の
秋
、
中
村
学
園
大
学
に
、
新
名
所
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
中
央
に
完
成
し
た
「
西
２
号
館
北
側
広
場
」。
そ
の
広
場

に
隣
接
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
「
キ
ャ
ン
パ
ス
シ
ョ
ッ
プ
」。
そ
し
て
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
「
ベ
ー
カ
リ
ー
カ
フ
ェ
ア
ス
テ
ッ
ク
ス
」。

こ
れ
ら
３
つ
の
施
設
の
誕
生
を
記
念
し
て
、
平
成
２１
年
９
月
１５
日
に
は
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
晴
れ
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

西２号館北側広場
キャンパスの中央部分に誕生
した、西２号館北側広場。新し
い憩いのスペースが広がってい
ます。ベンチに腰かけ、半田富
久氏制作のモニュメント「三つ
の力」を鑑賞することができま
す。キャンパスの光景を眺めな
がら、友人たちと、またはひと
りでゆっくりすごしてみてはい
かがでしょうか。

キャンパスライフを豊かにする

3つのスポット誕生！

N A K A M U R A

T O P I C S

73

モニュメント「三つの力」
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［営業時間］月～金８：３０～２０：００
土 ９：００～１７：００

［営 業 日］月～土曜（第１・３・５）
その他本学指定日

［休 業 日］第２・４土曜、日曜、祝日
［取扱商品］本・文具・日用品・パソコン・

各種検定試験申込・飲料・ア
イスクリーム・スイーツ・菓
子類

［営業時間］８：００～２０：００
［営 業 日］月～土曜（第１・３・５）

その他本学指定日
［休 業 日］第２・４土曜、日曜、祝日
［取扱商品］朝食・パン・弁当・おに

ぎり・飲料

平成２１年８月２９日、本学において、「食育講座」
が開催されました。この講座は、食育推進活動に携
わる本学と、社団法人日本フードスペシャリスト協
会との共催で実施されたもので、一般の方など多数
の皆様にご参加いただきました。
講座では、「食事の自己管理能力」を推進する場
として、本学が運営する学生食堂「食育館」の概要
説明や、献立の成り立ち、食事バランスガイドにつ
いての講義に加え、「一汁三菜定食」の試食やグルー
プ学習が行われました。
参加者の皆様からは、「講義のみでなく演習があっ
た事により、より理解が深まりました。」「とてもお
もしろい構成で勉強になりました。」「食事を見直す
良い機会でした。」などの声が聞かれ、大盛況の講
座となりました。

第１部 「一汁三菜」の試食と講義

■食育館の概要説明・食育について
中村学園大学 名誉教授 城田 知子

■昼食（一汁三菜の試食）

第２部 「食育」に関する講義

■献立の成り立ち
中村学園大学 栄養科学部

准教授 寺澤 洋子

■食事バランスガイドについて
中村学園大学短期大学部 食物栄養学科

准教授 林 辰美

■グループ学習

■質疑応答

プログラム

ベーカリーカフェ アステックス キャンパスショップ
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04



中
村
学
園
女
子
高
等
学
校
は
平
成
２２
年
に
創
立
５０
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
現

在
、
校
舎
の
新
築
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
環
境
へ
の
や
さ
し
さ
を
徹
底
的
に

配
慮
し
た
施
設
設
備
や
、
各
所
に
設
け
ら
れ
る
明
る
く
緑
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス

ペ
ー
ス
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
同
校
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
す
る
未
来
志
向
の
校
舎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
明
る
く
緑
豊
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス

２
環
境
に
配
慮
し
た

ゆ
と
り
の
キ
ャ
ン
パ
ス

３
歴
史
と
伝
統
を
生
か
し
た
校
舎

４
耐
久
性
に
優
れ
、
高
い
強
度
を
持
つ

安
全
な
校
舎

＊
新
校
舎
は
、
来
年
９
月
に
完
成
予
定
。
そ
の
後
、

現
校
舎
を
解
体
し
、
跡
地
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
造

成
す
る
た
め
、
新
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
の
完
成
は

平
成
２３
年
夏
の
予
定
で
す
。

な
お
、
同
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
新
校
舎
の

バ
ー
チ
ャ
ル
映
像
や
現
在
の
工
事
進
捗
状
況
の

写
真
を
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

73

中村学園女子高等学校
校舎新築工事進行中
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募金の種類 法人の場合

一口の金額は特に定めておりま
せん。

個人の場合

一口一万円以上
※一口未満のご寄附もありがたく
お受けします。

募金要項

募金の申込および払込方法

■ 個人の場合
必要書類をご郵送いたしますので下記問い合わせ先へご連絡下さい。
所定の「寄付申込書」に必要事項をご記入の上、返信用封筒で大学経理課へご返送ください。
【銀行振込】
「振込用紙」に必要事項をご記入の上、銀行窓口でお払い込みください。その際、西日本シティ
銀行本・支店をご利用される場合は振込手数料は不要です。

■ 法人の場合
必要書類をご郵送いたしますので下記問い合わせ先へご連絡下さい。
次の２種類の「寄付金」からお選び下さい。
【指定寄付金】全額損金に算入できる寄付金
【特定寄付金】一定の限度額まで損金に算入できる寄付金
申込書に必要事項をご記入の上、返信用封筒で大学経理課へご返送ください。なお、振込手続
きは個人の場合と同様のお取扱いです。
寄付金の払込取扱金融機関名 取りまとめ店
西日本シティ銀行 荒江支店

■ 問い合せ先

中村学園大学 経理課 TEL：０９２‐８５１‐２５６２（直通）

（注）本学園が募集する寄付金は、応募が任意であり、また入学前の募集は行っておりません。

中村学園へのご支援を
お考えいただいている皆様へ

募金のお願い

付属幼稚園
園長だより

壱岐幼稚園の環境
壱岐幼稚園 園長 久富さよ子

当壱岐幼稚園は創立３０年を迎え、
来る１１月２１日には記念式典を催す予
定です。今年４月に私は大学より園
長を拝命しました。学びの違いもさ
ることながら、学生から可愛らしい
園児へと、話し言葉の違い等で戸惑
う日々を、本園の職員に助けられつ
つ送っています。
ところで幼稚園は誠に音楽的な場
でもあります。子どもたちの発する
声は心地良い響きをもった音楽さな
がらです。そして、開放的な園舍は
風が通り抜け、太陽の光が燦々と降
り注ぐ。これも自然が奏でる音楽で
あると思えるのです。広々とした園
庭に子どもたちがいっぱいに広がり、
全力で駆け回る姿は生命力そのもの
です。子どもの心が弾み、仲間とと
もに様々なリズムを織りなす。園庭
は、雨上がりも子どもにとってはワ
クワクする場所になる。あちこちで
泥団子づくりが始まり、水たまりを
ぴちゃぴちゃと駆け回る。
中庭にある草花や樹木、野菜はそ
れぞれ季節に応じて花を咲かせ実を
つけ、雑草はいずれも天を仰いで生
い茂り、子どもたちは、草のなかか
ら「ピーピー笛」をつくり、「猫じゃ
らし」で遊ぶ。雑草は烏骨鶏やウサ
ギの餌にもなり、無駄なものは何も
ないとつくづく感じます。
園長室には保護者からいただいた
メダカを飼っています。次々に卵が
孵り、生まれたてのメダカが元気
いっぱいに泳ぐ姿を可愛い子どもた
ちは毎日見に現れ、小さな小さなメ
ダカの赤ちゃんにエールを送ってい
る。それは日々成長している子ども
たちの姿そのものであり、つくづく
全ては相似形だと感じ、感心します。
我が壱岐幼稚園の環境は、驚きや
疑問、感動を子どもたちに遊びとと
もに日々提供してくれて、また私ま
でも今までとは違う感慨に浸らせて
くれる、不思議な楽しい空間なので
す。

73
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関ボクシングジムには、キレのいいパンチの音、３分毎に鳴るゴング、
そしてジムの代表である関博之会長の気迫のこもった檄が響きます。そん
な緊張感あふれるジムに一見不似合いな、小柄な女の子。それが、現役女
子大生プロボクサーとして注目を集める黒木優子さんです。１２月１９日�に
は九電体育館での試合も決定！

黒木さんが本格的にボクシングを始めたのは１年半ほど前。高
校生の頃でした。そこで早くもセンスの良さを発揮します。プロ
を目指しての指導を受け４３日でプロテストに合格したのです。１７
歳でのプロライセンス取得は当時の史上最年少記録です。プロテ
ストの会場では、元世界チャンピオンの具志堅用高さんも「あの
子の左ストレートはいいね」と評価したほど。初心者にとっては
相手にパンチを当てることすら難しいのですが、黒木さんは初め
から、感覚をつかんでいたそうです。「ボクシングのセンスは生
まれ持ったもので、教えられません。黒木自身の才能です」と、
関会長。
黒木さんは毎日、１時間半ほどジムで練習します。練習メニュー
は自分で組み立てており、対戦相手を想定してシャドウボクシン
グをし、より実践に近くするためのマスボクシング（寸止め）が
全ての練習の基本です。現在の課題はパンチのパワーと、足の動
きだそう。まだ１０代でありながら、自分を厳しく分析する冷静な
目も鍛えています。
「ボクシングを始めて、本当に成長しました」と黒木さんは言
います。長続きしなかった事が多くある中、ボクシングは一日も
練習を欠かした事がありません。早起きは苦手でしたが、朝５時
から始まる早朝練習で、遅刻もしなくなりました。
練習の辛さにくじけそうになることもありますが、本当にボク
シングをやめてしまいたいと思った事はありません。「負けても
まだチャンスはある！」それが、黒木さんの考え方です。

「初めて一生懸命出来ることに出会えました。ボクシングがな
ければ、今もただ、何となく毎日を過ごしていたと思う」と、黒
木さん。そんな黒木さんの姿を見て、最初は反対していたお母さ
んも「やるからには一番になりなさい」と、今では黒木さんの一
番のサポーターです。
「辛いときでも、家族が応援してくれていると思うと、裏切れ
ない。練習しよう、と思います」。
ボクシング以外では、子ども好きで、お菓子作りが趣味という
食物栄養学科の学生らしい一面も。実は、所属を関ボクシングジ
ムに決めた理由のひとつが「子どものコースがあり、子どもとた
くさん触れ合えるから」だそう。練習の合間に子どもたちの相手
もする黒木さんは、子どもたちの強くて優しいお姉さんです。
黒木さんの現在の目標は「２０歳までに世界チャンピオンにな
る」こと。「栄養士にもなりたい」と、学業との両立もきちんと
考える若き女子プロボクサーの、今後の活躍から目が離せません。

目
指
す
は

世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
！

現
役
女
子
大
生
の
、
プ
ロ
ボ
ク
シ
ン
グ
に
か
け
る
青
春

短期大学部 食物栄養学科 １年 黒木 優子さん（１８）
中村学園女子高等学校卒。高校生時代はアルペンスキーの選手として、

２年連続で国体に出場。「スキーはどうしても雪国の人に負けてしまう
が、ボクシングは場所を選ばない」という理由でプロボクサーに転向した。

元プロボクサーの関博之会長と。
練習中は、まるで父と娘のよう
に軽口を飛ばしあう一面も。「会
長は、怒ると怖いけどほめる時
は同じくらいの声でほめてくれ
る。現役時代のビデオなどを見
ると、やっぱり技術もすごいし、
尊敬しています」と、黒木さん。
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Ｌ

目を輝かせて語れるものを持っている人は魅力を感じます。１時間で
も２時間でも、このことだったら語れるというものを見つけよう！そう
いうものを持っていることが自信に繋がります。学問でも、課外活動で
も、ボランティアでも、趣味娯楽でも何でも、“一つでも自信を持って
語れるものを見つけよう”

社会で活躍する卒業生インタビュー

中村での学びを基礎に
「失敗を恐れず、失敗に学ぶ」
毎日です
ガス販売会社の事務として奮闘中の社会人１年生

株式会社エコア 福岡東店 事務担当
中村学園大学短期大学部 キャリア開発学科 平成２０年度卒業

73

就職課
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and中村学園のホットな情報をお届けします！　

平
成
２１
年
８
月
８
日
、
２２
日
の
両
日
、
大
学

お
よ
び
短
期
大
学
部
に
お
い
て
、「
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
０
９
」
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
大
変
暑
い
な
か
、
２
日
間
で
４
、６
２
３

名
の
受
験
生
・
保
護
者
の
方
々
に
ご
来
場
い
た

だ
き
、
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

教
員
に
よ
る
入
試
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
在
学
生

に
よ
る
学
生
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、

模
擬
授
業
、
推
薦
入
試
対
策
講
座
、
ク
ラ
ブ
・

サ
ー
ク
ル
紹
介
な
ど
、
学
部
・
学
科
や
入
試
の

内
容
が
よ
く
分
か
る
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
参

加
者
か
ら
は
、「
充
実
し
た
時
間
が
過
ご
せ
ま

し
た
」「
中
村
の
特
徴
が
よ
く
わ
か
る
内
容
で

し
た
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。平

成
２２
年
３

月
２０
日
に
は
春

の
ミ
ニ
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス

を
開
催
い
た
し

ま
す
。Ａコース 10／3（土）

「育児を楽しもう」
開講式 大学側挨拶 学長 藤本 淳
短期大学部幼児保育学科 講師 圓入智仁
「みんなで考える父親と育児」
人間発達学部 教授 古賀範雄
「親子で楽しむ運動遊び」

Ｂコース 10／17（土）

「スポーツや文化から学ぶ
生活の知恵」
短期大学部キャリア開発学科 准教授 日野修造
「映画・音楽・出版業界の儲けから会計の
仕組みを知る」

流通科学部 講師 音成陽子
「美しい姿勢と歩行～運動も見た目が大切～」

Ｃコース 10／31（土）

「揺れる食の世界�」
栄養科学部 教授 古賀信幸
「食品を汚染する有害物質」
短期大学部食物栄養学科 教授 松隈紀生
「食を通じて環境問題を考える」
閉講式 大学側挨拶 公開講座委員長 笠井キミ子

今
年
で
３６
回
目
と
な
る

公
開
講
座
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
（
統
一
テ
ー
マ
「
生

活
の
知
恵
を
育
む
」）。
公

開
講
座
は
、
地
域
と
の
共

生
と
い
う
観
点
か
ら
、
市

民
の
方
々
に
本
学
の
教

育
・
研
究
の
成
果
を
還
元

し
、
交
流
を
深
め
る
目
的

で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
当

日
は
多
く
の
受
講
者
で
会

場
が
埋
ま
り
ま
し
た
。

第
５
回
（
平
成
２１
年
度
）

地
下
鉄
七
隈
線
沿
線
３
大
学

合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
お
知
ら
せ

福
岡
市
営
地
下
鉄
七
隈
線
沿
線
に
所
在
の
、
中
村
学
園
大

学
、
福
岡
大
学
、
福
岡
歯
科
大
学
の
３
大
学
が
連
携
し
、
市

民
の
健
康
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
合
同

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日

時

平
成
２１
年
１１
月
７
日
�

１３
時
〜
１６
時
（
予
定
）

●
テ
ー
マ
「
が
ん
予
防
の
エ
ッ
セ
ン
ス
」

〜
が
ん
に
な
ら
な
い
た
め
の
生
活
習
慣
〜

●
場

所

中
村
学
園
大
学
（
西
１
号
館
１０
階
大
講
義
室
）

●
対

象

一
般
の
方

◎
参
加
費
無
料

プ
ロ
グ
ラ
ム

《
第
１
部
》

各
大
学
講
師
に
よ
る
講
演

１
、「
肺
癌
と
予
防
」

福
岡
大
学
医
学
部
（
呼
吸
器
内
科
学
）

教
授

渡
辺
憲
太
朗

２
、「
口
腔
癌
は
怖
く
な
い

―
予
防
と
早
期
発
見
の
た
め
の
自
己
検
診
―
」

福
岡
歯
科
大
学
口
腔
・
顎
顔
面
外
科
学
講
座

口
腔
腫
瘍
学
分
野
教
授

大
関

悟

３
、「
癌
に
な
ら
な
い
た
め
に

―
食
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
―
」

中
村
学
園
大
学
栄
養
科
学
部
教
授
・

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
長

中
野

修
治

《
第
２
部
》

公
開
討
論
（
来
場
者
と
講
師
の
質
疑
応
答
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

中
村
学
園
大
学

学
事
課

（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
）

電

話
（
０
９
２
）８
５
１
‐
２
５
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
９
２
）８
４
１
‐
７
７
６
２

Ｅ
メ
ー
ル

gakuji@
nakam

ura-u.ac.jp

たくさんの方々にご来場いただきました
オープンキャンパス２００９開催

地域との共生をめざし
第３６回公開講座 開催
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and

平
成
２１
年
８
月
２１
日
、
福
岡
市
内
の
ホ
テ
ル

に
お
い
て
、
谷
口
己
佐
子
名
誉
教
授
の
瑞
宝
中

綬
章
受
章
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
瑞
宝
章

は
、
教
育
研
究
な
ど
に
長
年
に
わ
た
っ
て
従
事

し
、
多
大
な
成
果
を
挙
げ
ら
れ
た
方
へ
授
与
さ

れ
る
も
の
で
す
。
祝
賀
会
に
は
卒
業
生
、
学
園

関
係
者
な
ど
が
参
集
し
、
受
章
を
盛
大
に
祝
福

し
ま
し
た
。

平
成
２１
年
９
月
１０
日
、
西
２
号
館
に
お
い
て
、

「
第
１６
回
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
毎
年
、

本
学
の
教
職
員
を
対
象
に
開
催
さ
れ
、
組
織
的

な
Ｆ
Ｄ
（
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ

ン
ト
）
の
推
進
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
の
一

つ
で
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
『
存
続
に
必
須
な
Ｆ
Ｄ
へ

の
取
り
組
み
』
で
、
藤
本
学
長
の
開
会
の
挨
拶

に
始
ま
り
、
各
学
部
・
学
科
か
ら
提
言
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
提
言
で
は
様
々
な
Ｆ
Ｄ
へ
の
取
り

組
み
、
課
題
、
今
後
の
展
望
が
報
告
さ
れ
、
さ

ら
な
る
教
育
内
容
の
充
実
と
教
員
の
資
質
向
上

へ
の
意
欲
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
総
合
討
論
で
は
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、
教
職
員
の
Ｆ
Ｄ
推
進
へ
の
熱
意
が
あ

ふ
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
２１
年
９
月
１０
日
、
西
２
号
館
４
階
２
４

０
５
教
室
に
お
い
て
、「
平
成
２１
年
度
指
導
主

任
研
修
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
中
村
量
一
理
事
長
か
ら
、
講
話

が
あ
り
ま
し
た
。「
建
学
の
精
神
」
と
教
育
・

経
営
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
社
会
情
勢
と
教

育
と
の
関
わ
り
や
、
日
本
の
高
等
教
育
の
現
状

を
踏
ま
え
、
本
学
の
課
題
と
将
来
の
方
向
性
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
株
式
会
社
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
高
校
事
業
部
責
任
者
の
中
川
様
か
ら
、

「
高
校
進
路
指
導
の
現
状
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
近
年
の
大
学
入
試
を

取
り
巻
く
環
境
や
状
況
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

数
値
を
示
し
な
が
ら
、
分
り
易
く
ご
説
明
い
た

だ
き
、
今
後
大
学
と
し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
が
必
要
な
の
か
考
え
さ

せ
ら
れ
る
内
容
で
し
た
。

ま
た
、
中
村
学
園
大
学

及
び
短
期
大
学
部
に
対
す

る
「
高
校
現
場
の
声
」
も

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
学
に
対
す
る
印
象
や
要

望
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
有
意
義
な
研
修
会
に

な
り
ま
し
た
。

多くの関係者が受章を祝福
谷口名誉教授 叙勲受章祝賀会

本学の課題と将来の方向性を示す
平成２１年度指導主任研修会

組織的な FDの推進を図る
第１６回教育ワークショップ 開催
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中村学園のホットな情報をお届けします！　

治京玉記 講師

吉川卓也 准教授

徐 涛 講師

平
成
２１
年
９
月
１
日
、
中
村
調
理
製
菓
専
門

学
校
が
、
ソ
ウ
ル
分
校
と
な
る
「
ナ
カ
ム
ラ
ア

カ
デ
ミ
ー
」
を
開
校
し
ま
し
た
（
ソ
ウ
ル
市
江

南
区
・
中
村
哲
校
長
）。
日
本
料
理
と
洋
菓
子

の
職
人
を
育
成
し
、
国
を
超
え
て
技
術
を
伝
え

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
分
野
で

の
正
統
的
な
教
育
機
関
は
、
海
外
で
は
極
め
て

珍
し
い
存
在
で
、
日
本
か
ら
の
出
資
で
設
立
さ

れ
る
日
本
料
理
学
校
は
韓
国
初
で
す
。

定
員
は
各
４８
名
、
６
ヶ
月
の
課
程
を
設
け
、

日
本
食
ブ
ー
ム
の
韓
国
に
お
い
て
、
正
統
な
日

本
料
理
や
日
本
の
洋
菓
子
技
術
の
波
及
に
取
り

組
み
ま
す
。

研究助成・受託研究等採択状況
保育実習指導をめぐる“知”の共有
～保育所と養成校との協働による
新たな実習指導の展開に向けて～
研究者 那須 信樹 准教授

（短期大学部・幼児保育学科）
助成団体 �全国保育士養成協議会
助成金名称 平成２１年度ブロック研究研究費助成
助成金額 ３０万円
平成２０年度のブロック研究費助成を受けながら実施された「保育
実習指導の効果的かつ組織的な推進に向けた展望と課題－九州管内
における保育士養成校・保育現場の実態調査をもとに－」の実績等
をふまえ、保育所実習指導に関する保育士と養成校教員との協働に
よる新たな実習指導の展開を目的とした研究である。
今回、沖縄県下の保育所と全国保育士養成協議会加盟の２養成校

による合同学習会を試行的に実施。「実習実施基準」や「保育実習
指導のミニマムスタンダード」の内容に関する情報の共有をはじめ、
実習評価項目にかかる意見交換の内容、アンケート調査のデータ等
をもとに、実習指導の当事者間における今日的課題の諸相について
明らかにする。同時に、保育士と養成校教員との実習指導をめぐる
“知”の共有による新たな実習指導システムの開発を検討していく。

ペプチドリガンドによる
タンパク質分離・解析用
次世代型 TLCシステムの開発
研究者 治京 玉記 講師（薬膳科学研究所）
助成団体 独立行政法人科学技術振興機構
助成金名称 シーズ発掘試験研究
助成金額 ２００万円
本研究は、タンパク質とペプチドリガンドあるいは低分子リガン

ド化合物（食材、食品に含まれる１０万種類の化合物）との分子認識
能を用いた分離・精製技術に特化したタンパク質分離用次世代型薄
層クロマトグラフィ法の開発を目指す。

家計の資産・負債行動の変化が保険
需要に与える影響
―家計の属性を考慮した相対的リスク
回避度と特性モデルによる実証分析―
研究者 吉川 卓也 准教授

（大学・流通科学部）
助成団体 財団法人かんぽ財団
助成金名称 平成２１年度調査研究助成金
助成金額 ５５万円
住宅ローンなどの負債あるいは持家など実物資産の有無など、家
計の属性による相対的リスク回避度の相違、資産需要関数を計測す
ることにより、家計の資産選択行動がどのように変化しているか、
そうした変化が保険需要にどのような影響を与えるかを実証分析す
る。具体的には、以下の２点について研究をおこなう。
� 家計の属性による相対的リスク回避度の相違とそのインプリ
ケーションの考察
� 特性モデルによる時系列の資産需要関数の計測と保険需要への
影響の変化の分析

東アジアにおける都市・農村交流の
現状と農的要素を取り入れた
ツーリズムの展開に関する研究
―中国・韓国を中心として
研究者 徐 涛 講師（大学・流通科学部）
助成団体 北九州市
助成金名称 平成２１年度学術・研究振興事業調査研究助成金
助成金額 ９９万８千円
平成２０年度に中国とタイ国における農を活かした観光施設について実態調

査を行い、これらの施設が都市住民との交流を契機として、農村地域の経済振
興に寄与していることを明らかにした。一方、中国四川省では、「農家楽」と呼ば
れる観光手法が推進されている。また、韓国においても自然をテーマにしたエコ
ツーリズムの一環として体験農園を位置づけ、韓国観光公社が中心となってプ
ロモーションを展開している。
本研究の目的は、昨年度の研究をより深めるために、中国・韓国における都

市農村交流の現状と農的要素を取り入れたツーリズムの展開状況を検討し、
北九州市における人的交流のグローバル化に対応した都市農村交流・観光
政策の展開方向を考察することにある。

国を超えて技術を伝える
ナカムラアカデミー開校

ナカムラアカデミーが入るビル（ソウル市）

那須信樹 准教授

日本料理実習室
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and

短期大学部キャリア開発学科人間発達学部

ピ
ア
ノ

楠
本
隆
一

バ
レ
エ

長
谷
川
さ
く
ら

●
期
日

平
成
２１
年
１２
月
１４
日
�

●
開
場

１８
時
３０
分

開
演

１９
時

●
会
場

福
岡
銀
行
本
店
大
ホ
ー
ル

（
福
岡
市
中
央
区
天
神
２－
１３－

１
）

●
演
奏
曲
目

六
つ
の
子
ど
も
の
歌
（
中
田
喜
直
作
曲
）

の
ば
ら
、
魔
王
（
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲
）

さ
く
ら
さ
く
ら

花
の
メ
ル
ヘ
ン

プ
ッ
チ
ー
ニ

オ
ペ
ラ「
蝶
々
夫
人
」よ
り
、

ア
リ
ア
「
あ
る
晴
れ
た
日
に
」「
か
わ
い

い
坊
や
」
な
ど

文部科学省 学生支援プログラムに採択

取組名称
組織的取組による短期集中型キャリア形成支援プログラム

取組期間
平成２１年度～２２年度（２年間）

取組概要
私立短期大学にとっては、取り巻く厳しい環境の中で、学
生の満足度が高く、しかも社会のニーズに応えられる教育を、
２年間でいかに効率よく集中的に行うかが重要な課題です。
本取組は、充実した教育課程以外にも学生を支援するさま
ざまなプログラムを提供することにより、学生に自らの目標
を明確に持たせてキャリア形成に努める過程を支え、本学科
が目指す社会に有用な人材の育成をより確実に効率的に達成
することを目的とし、平成１９年度の学科改組時から着手しま
した。
具体的な取組は、建学の精神にもとづく徹底した「マナー
教育」の実施と能力開発のための「キャリアサポート体制」
（キャリアデザインシート、キャリアサポート講座、キャリ
ア情報管理システム、個別指導、キャリアサポート室）の構
築です。
その結果として、確かな職業意識のもとに、マナー、資格
を身につけた学生を多数輩出することで、就職活動に成果を
出すべく学生支援を行うものです。

人間発達学部と、短期大学部キャリア開発学科の取組みが、文部科学省平成２１年度「大学教育・学生支援推進事業（学生支援推
進プログラム）」に採択されました。両取組みには、今年度より、国から重点的な財政支援が行われます。

取組名称
小学校教員採用試験受験支援のための e－ラーニング演習の
構築

取組期間
平成２１年度～２３年度（３年間）

取組概要
本学では大学全体での就職率は高いものの、小学校教員採
用試験の現役合格率は２５．４５％（平成２０年度卒業生５５名中１４
名。本採用のみの集計）であることから、教師志望の学生達
にとっては採用試験合格率を高めることが最大の就職支援と
いえます。また、平成１８年度から児童発達学専攻の入学定員
が１００名となったことから、平成２１年度からは毎年１００名の卒
業生が小学校教員採用試験に挑みますので、合格率向上はこ
れまで以上に重要な課題となります。
そこで人間発達学部では、学生の教員採用試験合格を支援
するため、全国各都道府県で実施された小学校教員採用試験
問題を収集し、e－ラーニングによる採用試験問題演習シス
テムの構築に取り組みます。
具体的には、１分野当たり５００～２，０００題（全１２分野計１０，０００
題）からなるプールコンテンツを作成し、分野ごとにランダ
ムに出題する e－ラーニング演習システムを構築します。こ
れにより、学生に自学自習を促すとともに教員側からの指導
体制も強化し、学生の基礎学力の向上と教員採用試験現役合
格率の向上をめざします。

「社団法人 日本演奏連盟／山田康子奨励コンサート」
笠井キミ子教授 ソプラノリサイタル

笠井キミ子教授
短期大学部・幼児保育学科

●チケット販売

福岡音楽文化協会 （０９２）４１４－８３０６

チケットぴあ ０５７０－０２－９９９９

Ｐコード（３３７－６０７）

ローソンチケット ０５７０－０８４－００８

Ｌコード（８５４７８）

●お問合せ先・お申込み

福岡音楽文化協会 （０９２）４１４－８３０６
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中村学園のホットな情報をお届けします！　

甲斐 諭 教授
流通科学部

商
工
会
議
所
検
定
事
業
の
普
及

と
発
展
へ
の
表
彰

短
期
大
学
部
キ
ャ
リ
ア
開
発
学

科（
平
成
２１
年
７
月
）

表彰のお知らせ

キ
ャ
リ
ア
開
発
学
科
で
は
、
平
成
１９
年
の
改
組
以
来
、

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
一
環
と
し
て
学
生
の
資
格
取
得

に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
日
商
Ｐ
Ｃ
検
定
に
対
す
る
取
り
組
み
が

評
価
さ
れ
、
日
本
商
工
会
議
所
よ
り
短
期
大
学
部
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
過
去
１
年
間
で
は
、
日
商
Ｐ
Ｃ
検
定（
文

書
作
成
）
３
級
が
延
べ
１
８
９
名
受
験
し
、
１
７
０
名

合
格（
資
格
取
得
率
９０
・
０
％
）、
日
商
Ｐ
Ｃ
検
定（
デ
ー

タ
活
用
）
３
級
が
延
べ
３９
名
受
験
し
、
３７
名
合
格
（
同

９４
・
９
％
）
と
い
う
実
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

な
お
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
学
科
で
は
、
特
定
の
資
格
の

取
得
に
対
し
て
３
単
位
を
限
度
と
す
る
単
位
認
定
の
制

度
を
設
け
、
上
級
資
格
の
複
数
取
得
者
に
対
し
て
卒
業

時
に
短
期
大
学
部
長
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

食
農
資
源
経
済
学
会

学
術
賞

平
成
２１
年
９
月
１２
日
、
１３
日
に
佐
賀
県
武
雄
市
で
開

催
さ
れ
た
食
農
資
源
経
済
学
会
の
総
会
に
お
い
て
、
本

年
度
の
学
術
賞
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
対
象
業
績

は
、『
食
農
資
源
の
経
済
分
析
』（
農
林
統
計
協
会
、

２
０
０
８
年
３
月
、
３
６
８
ペ
ー
ジ
）
で
す
。

本
著
書
は
第
１
部
「
食
の
安
全
と
安
心
の
確
保
」、

第
２
部
「
食
料
流
通
の
再
編
」、
第
３
部
「
環
境
保
全

と
資
源
循
環
」
の
３
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
全
体

を
通
し
て
「
情
報
の
非
対
称
性
の
解
消
」
の
視
点
か
ら

経
済
分
析
し
た
も
の
で
す
。

平
成
２１
年
７
月
１３
日
、
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
著
名
な
作

家
フ
ァ
ク
ル
ザ
マ
ン
・
チ
ョ

ウ
ド
リ
ー
氏
が
、
本
学
を
訪

問
さ
れ
ま
し
た
。
チ
ョ
ウ
ド

リ
ー
氏
は
、
飼
牛
万
里
教
授
（
流
通
科
学
部
）
が
、
広

島
原
爆
の
焼
け
跡
で
採
火
さ
れ
、
福
岡
県
星
野
村
で
燃

え
続
け
る
「
平
和
の
火
」
の
話
を
英
語
で
執
筆
し
た
著

書
「The

Keeper
of

the
Flam

e

」
に
強
く
感
銘
を

受
け
、
こ
れ
を
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
公
用
語
で
あ
る
ベ

ン
ガ
ル
語
に
訳
し
母
国
に
紹
介
し
よ
う
と
、
飼
牛
教
授

と
の
交
流
が
ス
タ
ー
ト
し
、
来
福
さ
れ
ま
し
た
。
飼
牛

教
授
と
チ
ョ
ウ
ド
リ
ー
氏
の
交
流
の
様
子
は
、
日
本
及

び
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
て
複
数
の
新
聞
社
や
各
メ
デ
ィ

ア
に
取
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
ベ

ン
ガ
ル
語
版
は
、
平
成
２２
年
に
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
出

版
の
予
定
で
す
。

Ｆ．チョウドリー氏が本学を訪問

教員の出版物

「地域福祉の推進を目指した社会
福祉施設の役割とサービスのあり方」
片山 富弘 共著

大学・流通科学部・教授
（ツーワンライフ出版 平成２１年３月）

「解剖生理学実験」
青峰 正裕 大学・栄養科学部・教授

藤田 守 大学・栄養科学部・教授
編著

（建帛社 平成２１年４月）

「イラスト解剖生理学実験」
青峰 正裕 大学・栄養科学部・教授
藤田 守 大学・栄養科学部・教授
大和 孝子 大学・栄養科学部・講師
竹島美夏子 大学・栄養科学部・助教

共著
（東京教学社 平成２１年４月）

「新 簿記入門ゼミナール」
日野 修造 共著

短期大学部・キャリア開発学科・准教授
（創成社 平成２１年５月）

「イラスト人体
そのしくみと働き」
青峰 正裕 共著

大学・栄養科学部・教授
（東京教学社 平成２１年６月）

「食品安全の事典」
（日本食品衛生学会編集）
小田 隆弘 共著

短期大学部・食物栄養学科・教授
（朝倉書店 平成２１年７月）

「「食と栄養」英語活用辞典」
山根 一文 大学・栄養科学部・教授
木原美樹子 大学・人間発達学部・准教授
本間 学 大学・栄養科学部・准教授
トーマス・ケイトン 短期大学部・キャリア開発学科・講師

共著
（英光社 平成２１年８月）

「青少年・若者の自立支援
－ユースワークによる学校・地域の再生」
石黒万里子 共著

大学・人間発達学部・講師
（世界思想社 平成２１年９月）

「流通国際化研究の現段階」
片山 富弘 編著

大学・流通科学部・教授
（同友館 平成２１年９月）

バングラデシュの作家

中
村
理
事
長
に
挨
拶

飼
牛
教
授
の
研
究
室
に
て

著者は、本学教員のみ記載、（ ）内は出版社、発行年月
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広報誌セロリの定期購読について
定期購読をご希望の場合は、購読料（２年分）として郵便小為替１，２００円分と、郵便番号・住所・氏名・電話番号を
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※保護者の方には毎号送付しています。
［申込み先］
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